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石 川 県 警 察 の 組 織 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 十 日

石 県 公 安 委 員)
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石 川 県 公 安 委 員 会 規 則 第 二 号

石 川 県 警 察 の 組 織 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 警 察 の 組 織 等 に 関 す る 規 則 ( 昭 和 四 十 一 年 石 川 県 公 安 委 員 会 規 則 第 四 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 一 条 の 七 中 「 監 察 課 」 を 「 警 務 課 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 金 沢 東 警 察 署 の 部 金 沢 北 部 交 番 の 項 中 「 南 千 石 町 」 を 「 南 千 谷 町 」 に 改 め 、 同 表 金 沢 西 警 察 署 の 部 鞍 月 交

番 の 項 中 「 大 友 二 丁 目 」 の 下 に 「 、 大 友 三 丁 目 」 を 加 え 、 同 表 小 松 警 察 署 の 部 粟 津 駅 前 交 番 の 項 中 「 同 蓑 和 町 ロ 一 O

三 番 ご を 「 同 蓑 輪 町 ロ 一 O 一 一 一 番 ご に 改 め 、 同 表 白 山 警 察 署 の 部 野 々 市 交 番 の 項 中 「 徳 用 町 、 郷 町 」 を 「 徳 用 一 丁

目 、 徳 用 二 丁 目 、 徳 用 三 丁 目 、 郷 町 、 郷 一 丁 目 、 郷 二 丁 目 」 に 改 め 、 同 部 野 々 市 北 交 番 の 項 中 「 野 々 市 市 北 西 部 土 地

区 画 整 理 事 業 施 工 地 区 一 街 区 一 二 番 、 二 二 番 の 一 部 」 を 「 同 二 日 市 三 丁 目 七 番 」 に 、 「一 一 一 日 市 町 」 を 「 二 日 市 二 丁

目 、 二 日 市 三 丁 目 、 二 日 市 四 丁 目 、 二 日 市 五 丁 目 、 一 一 一 日 市 一 丁 目 、 三 日 市 二 丁 目 、 三 日 市 三 丁 目 」 に 改 め 、 同 表 津 幡

警 察 署 の 部 宇 野 気 交 番 の 項 中 「 湖 北 」 の 下 に 「 、 横 山 、 谷 、 笠 島 、 上 回 名 、 余 地 、 七 窪 、 鉢 伏 、 気 屋 、 宇 気 、 字 気 一

丁 目 、 外 日 角 、 白 尾 、 浜 北 、 秋 浜 、 木 津 、 松 浜 、 遠 塚 」 を 加 え 、 同 部 横 山 駐 在 所 の 項 、 外 日 角 駐 在 所 の 項 及 び 木 津 駐

在 所 の 項 を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 津 幡 警 察 署 の 部 の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 九 年 三 月 二 十 四 日

か ら 施 行 す る 。
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